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ＰＣ－ＲＳ－０３　取扱説明書

この度は、アルファボ－ドシリ－ズ　「ＰＣ－ＲＳ－０３」　をお買いあげ頂きまして誠に有り難うございます。

本製品は、アルファボードシリーズのシリアルＩ／Ｆコネクタに接続して使用するＲＳ２３２Ｃレベル変換ユニットです。

付属のシリアルＩ／ＦケーブルでＣＰＵボードに接続するだけで、ＣＰＵボードとＰＣ間でＲＳ２３２Ｃを使用した通信が可能になります。

本ボ－ドをお役立て頂くために、本マニュアルを十分お読み下さいますようお願いいたします。

今後共、弊社製品をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。

まず、はじめに梱包内容をご確認下さい。

万一上記内容物に不足がございましたら、お手数ですが弊社までご連絡くださいますよう、

お願い申し上げます。

★本製品に含まれる日本語電子文書の著作権はアルファプロジェクトが保有しています。

　無断で転載または複製することは堅くお断りいたします。

★本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

★本製品は万全の注意を払って製作されていますが、万一初期不良品であった場合、お買い上げ頂いた販売

　店へ保証書を添えてご返却ください。（弊社より直接お買い上げのお客様については、出荷時に全て登録

　済みとなっております。）

★保証内容、免責等につきましては、添付の保証書をご覧ください。

☆本書内で使用されている製品名は各社の商標です。

☆マニュアルの閲覧には、Adobe社の AcrobatReader®が必要です。

　

・ＰＣ－ＲＳ－０３　ボ－ド　      ×１台

・シリアルＩ／Ｆケーブル 　　     ×１本

・マニュアル／ユーティリティディスク     ×１枚

・ジャンパーソケット     ×５個
　　（内３個はボード実装済み）

・保証書　　　　　　　　　　　　　　　　　×１通

梱包内容
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１．製品概要

１．１ 　概要

本製品は、アルファボードシリーズのインターフェースコネクタに接続して使用するＲＳ２３２Ｃレベル変換

ユニットです。

＜外観＞

１．２　仕様

　　　　　ＰＣ－ＲＳ－０３仕様

ドライバ ＭＡＸ３２２２ＥＣＷＮ（ＭＡＸＩＭ社）もしくは

ＳＰ３２２２ＥＣＴ（ＳＩＰＥＸ社）

最大通信速度 　２３５Ｋｂｉｔ／秒

　入出力電圧 ＲＳ２３２Ｃ入力電圧　    ：ＭＡＸ±２５Ｖ

ＲＳ２３２Ｃ出力電圧　　　：ＭＩＮ±５．０Ｖ

　外部接続 ＴＴＬ側　　：６ＰＩＮコネクタ　日圧　ＮＨコネクタ

ＲＳ２３２側：Ｄサブ９ＰＩＮ　オス

　電源電圧 　＋３．０Ｖ～５．５Ｖ

  自己消費電流 　１．０ｍＡ（無負荷時）  １０ｕＡ（ＳＨＵＴＤＯＷＮ時）

　使用環境条件 　０～７０℃　　２０～８０％ＲＨ　結露なし

　寸法 　３８ｍｍ×６４ｍｍ

  添付品   ＣＰＵボード接続用ハーネス（６Ｐ）

D-SUB　9pin232Cドライバ

シリアル I/Fコネクタ

JP１

JP３

JP２
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２．使用方法

２．１　設定

２.１.１　ＪＰ１

　　　　　　　　ＣＰＵボード側と接続する信号を設定します。

　　　　　　　　通常はＣＴＳとＲＴＳの組み合わせ、もしくはＤＳＲとＤＴＲの組み合わせで使用してください。

　　　　　　　　ＣＴＳとＲＴＳを使用しない場合は以下のように短絡して御使用いただけます。

２．１．２　ＪＰ２

　　　　　  相手側外部機器に電源を供給する場合に使用します。

　　　　　  通常はＯＦＦにしてください。

　ＪＰ２

　出荷時設定（未接続）

ＯＮ：Ｄサブの９ＰＩＮにＶＣＣを接続します。

　ＪＰ１

　ＪＰ１

ＣＴＳ：ＣＴＳを使用する（ＤＳＲは使用しない）

ＲＴＳ：ＲＴＳを使用する（ＤＴＲは使用しない）

ＲＴＳとＣＴＳを本ボード内で短絡します。

市販のクロスケーブル等を使用する場合に有効です。

RTS

CTS

RTS

CTS
　出荷時設定
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２．１．３　ＪＰ３

　　　　　　　　相手側機器（ＰＣ等）とＲＳ２３２Ｃレベルで接続する信号を設定します。

　　　　　　　　通常はＣＴＳとＲＴＳの組み合わせ、もしくはＤＳＲとＤＴＲの組み合わせで使用してください。

　　　　　　　　ＣＴＳとＲＴＳを使用しない場合は以下のように短絡して御使用いただけます。

　　　　　　　　上記の設定は前述のＪＰ１でＲＴＳとＣＴＳを短絡した場合と等価です。

２．２　接続方法

　　　　　本ユニットをパソコン等と接続する場合のケーブル結線例を以下に示します。

　　　　　市販のＲＳ２３２Ｃクロスケーブルをご使用いただけます。

　　　　　ケーブル結線例

信号名 DSUB 9PIN DSUB 9PIN DSUB25PIN 信号名

Ｎ．Ｃ １ １ ８ ＤＣＤ

ＲｘＤ ２ ２ ３ ＲｘＤ

ＴｘＤ ３ ３ ２ ＴｘＤ

Ｎ．Ｃ ４ ４ ２０ ＤＴＲ

ＧＮＤ ５ ５ ７ ＧＮＤ

Ｎ．Ｃ ６ ６ ６ ＤＳＲ

ＲＴＳ ７ ７ ４ ＲＴＳ

ＣＴＳ ８ ８ ５ ＣＴＳ

Ｎ．Ｃ ９ ９ ２２ ＲＩ

ＤＳＵＢ　９ピン　メス

　ＪＰ３

　ＪＰ３

ＤＳＲ：ＤＳＲを使用する（ＣＴＳは使用しない）

ＤＴＲ：ＤＴＲを使用する（ＲＴＳは使用しない）

ＣＴＳ：ＣＴＳを使用する（ＤＳＲは使用しない）

ＲＴＳ：ＲＴＳを使用する（ＤＴＲは使用しない）

ＲＴＳとＣＴＳを本ボード内で短絡します。

市販のクロスケーブル等をご使用の場合に有効です。DTR

CTS

RTS

DSR

DTR

CTS

RTS

DSR

　出荷時設定



4

ＰＣ－ＲＳ－０３

３．機能説明

３．１　外形寸法

図３．１－１　ＰＣ－ＲＳ－０３基板寸法

３．２　シリアルＩ／Ｆケーブル仕様
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ＮＨコネクタ　Ｈ６Ｐ－ＳＨＦ－Ａ
Ａ

ＮＨコネクタ　Ｈ６Ｐ－ＳＨＦ－Ａ
Ａ

ＰＶＣチューブ

ＵＬ線　ＡＷＧ２６

１　――――――　茶　―――――　１

２　――――――　赤　―――――　２

３　――――――　橙　―――――　３

４　――――――　黄　―――――　４

５　――――――　緑　―――――　５

６　――――――　青　―――――　６
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３．３ 　ＳＨＵＴＤＯＷＮ機能

本ユニットにはＳＨＵＴＤＯＷＮ機能があります。

ＣＮ２（未実装）の１ｐをＧＮＤレベルにすることで、ＲＳ２３２Ｃドライバは、ＳＨＵＴＤＯＷＮ

状態となり、消費電流が低下します。ＣＰＵのポートなどからコントロールできます。
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４．回路図

４．１　回路図

CD-RS-0030-001 1.0

PC-RS-03 RS232C ADAPTER BOARD

A

1 1Monday , July  12, 1999

ALPHA PROJECT INC.
Title

Size Document Number Rev

Date: Sheet of

VCC

VCC

VCC

VCC

VCC

IC1

SP3222ECT

14

15

9

8

2

4

13

12

10

11

7

3

1
18

6

5

17
16

R1I

TIO

R2I

T2O

C1+

C1-

R1O

T1I

R2O

T2I

V-

V+

EN
SHUTDOWN

C2-

C2+

VCC
GND

C3 0.1u

JP3

JM4

1 2
3 4
5 6
7 8

CN2

B2P-SHF-1AA

1
2

R2
10K

R3
10K

+
C1

10u/35V

R1
10K

C4 0.1u

C5 0.1u

C6 0.1u

CN3

D-SUB 9PIN

1

2

3

4

5

6

7

8

9

JP2 JM1

1 2

CN1

B6P-SHF-1AA

1
2
3
4
5
6

JP1

JM2

1 2
3 41 2

3 4

C2 0.1u

DCD
DSR
RXD
RTS
TXD
CTS
DTR
RI
SG



7

ＰＣ－ＲＳ－０３

５．製品サポートと使用上の注意

５．１製品サポートのご案内

５．１．１　弊社ホームページのご利用について

弊社製品へのよくあるご質問及びご要望については、弊社ホームページ上のＦＡＱに掲載しております。

掲載内容につきましては随時更新されておりますので、是非ご利用ください。

また、バージョンアップについてもホームページ上より提供しております。

　　　　　弊社ホームページアドレス   http://www.apnet.co.jp

５．１．２　製品サポートの方法

製品サポートについては、FAXもしくは E-MAILでのみ受け付けております。

お電話でのお問い合わせは受け付けておりませんのでのでご了承ください。

なお、お問い合わせの際には、製品名、使用環境、使用方法等、トラブル内容など詳細に記載してください。

５．１．３　製品サポートの範囲

以下の内容に該当するお問い合わせにつきましては、サポートの対象とはなりませんので、あらかじめご了承ください。

　■本製品に接続するユーザ回路の設計方法やその動作についてのご質問。

　■本製品を利用したアプリケーションプログラムの作成方法とそれらに関連するご質問

　■本製品の内部回路及びソフトウェア技術に関するご質問

　■本製品に搭載された技術を元に製作された２次製作物についてのご質問。

　■その他、製品の仕様範囲外の質問やお客様の技術によって解決されるべき問題。

　■本製品を利用したネットワークの構築のご提案や外部機器との接続可否の確認については有償にて承ります。

５．２　使用上の注意

　■本製品を改造した場合、一切の保証は適用されません。

　■本製品を仕様範囲を越える条件において使用された場合については、動作は保証しませんのでご了承願います。

　■本製品に組み込まれたプログラム及び添付アプリケーションのリバースエンジニアリング及び本製品以外でのご使用

　　は堅くお断りします。

　■極端な高温下や低温下、または振動の激しい環境での使用はご遠慮ください。

　■高湿度、油の多い環境でのご使用はご遠慮ください。

　■腐食性ガス、可燃性ガス等の環境中でのご使用はご遠慮ください。

　■ノイズの多い環境での動作は保証しかねますのでご了承ください。

　■宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種安全装置など人命、事故に関わる特別な品質、信頼性が要求される用途

　　でのご使用はご遠慮ください。

　■万が一、本製品を使用して事故または損失が発生した場合、弊社では一切その責を負いませんのでご了承ください

■ＦＡＸによるご連絡 　　　　０５３－４６４－３７３７

■Ｅ－ＭＡＩＬによるご連絡　　query@apnet.co.jp

製品サポート窓口
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ＰＣ－ＲＳ－０３　取扱説明書

株式会社　アルファプロジェクト
〒433-8122
静岡県浜松市上島４－４－２４
FAX    (053)464-3737
E-mail  query@apnet.co.jp
URL     http://www.apnet.co.jp


